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はじめに
近年、日本の農林水産物・食品の輸出に

ついては、マスコミ報道などで目にする機
会が増えている。農林水産省の資料による
と平成27年の輸出額は昭和30年に統計を
取り始めて以来の最高値の7452億円とな
り、輸出目標「2020年１兆円」の前倒し
を目指すとするなど日本から海外への輸出
の取り組みが注目を浴びている。

こうした背景の下、日本の各地域には、
多くの人にまだまだ知られていない食文化
があり、それを広く発信するために農産物
の生産から加工、流通販売まで取り組む６
次産業化に臨む生産者も増加している。

その知られざる食文化の一つとして、南
薩地域（ここでは、枕崎市，指宿市，南さ
つま市および南九州市のことをいう）の一
部では、昔からかんしょを煮詰めて作った
蜜（以下「芋蜜」という）をよもぎ餅など
に付けて食べる習慣がある。本稿では、そ
の芋蜜に魅せられ、伝統的な製造方法か
ら、添加物を加えない新たな製法によりか
んしょ 100％で作る野菜シロップである

芋蜜を生み出した株式会社唐芋農場の海外
への輸出も視野に入れた同法人の６次産業
化の取り組みを紹介する。

１．南九州市の農業の概要
南九州市は、鹿児島県薩摩半島の南部に

位置しており（図１）、平成19年12月に
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において、かんしょに特化した生産を行う株式会社唐芋農場は、
６次産業化に向けて平成25年に法人化し、かんしょの生産、加工、販売を行っている。同法
人は、新商品の開発・販売に果敢に取り組み、将来的には海外への輸出も視野に入れている。

鹿児島市

南九州市

図１　南九州市の位置図
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7000人の市である。同市は北から南東に
山々が連なり、河川が多く、気候は温暖で
安定した降水量があり、また、国営かんが
い排水事業が昭和45年度から59年度に実
施されたこともあり、基幹産業である農業
に適した地域である。平成25年度の同市
の農作物の生産額は214億円であり、品
目別の内訳をみると、知覧茶に代表される

お茶（116億円）が全体の54％を占め、
栽培面積・生産量ともに日本一の産地と
なっている。これに続くのがかんしょであ
り、でん粉原料用かんしょ、焼酎原料用か
んしょ、加工用かんしょ、根菜類のかん
しょを合計すると44億円となり全体の
20％を占めている（表１）。

２　株式会社唐芋農場の取り組み
（１）法人設立の経緯

株式会社唐芋農場（以下「㈱唐芋農場」
という）の代表取締役　別府大和氏（36
歳）は、祖父から親子三代にわたって、南
九州市で主としてかんしょを生産する耕種
農家であった。三代目の別府氏は、24歳
の頃に両親の農作業に加わり３人でかん
しょの生産に日々励んでいたが、父親が亡
くなったことを機に、生産者としての将来
を見据え、安定した収入を得るために何か
しなければと考え抜いて、６次産業化に取
り組むこととし、従業員５名の㈱唐芋農場

を平成25年７月19日に設立した。

（２）生産概要（第一次産業）
生産は従業員３名と母親とアルバイト２

名で行っており、市内のほ場９ヘクタール
でかんしょとキャベツを生産している。種
子島にもほ場が３ヘクタールあるが、現在
は人手が足りず生産は行っていない。

かんしょの生産については、芋蜜製造の
ための自社工場での加工用（以下「自社加
工用」という）として3.5ヘクタール、仲
卸や契約栽培による青果の出荷（以下「青
果用」という）として3.2ヘクタール、焼

（単位：ha、トン、千円）

区　分 作付面積 生産量 生産額
茶 3,457.0 56,459.0 11,637,332.9
でん粉原料用かんしょ 692.5 21,294.7 752,349.5
焼酎原料用かんしょ 1,240.0 40,932.7 2,249,625.4
加工用かんしょ 178.1 5,063.0 308,829.0
根菜類 917.2 29,053.7 3,110,159.8
　かんしょ 305.0 5,787.0 1,044,385.0
　だいこん 333.0 15,354.0 1,259,257.0
　にんじん 178.0 6,310.0 580,600.0
葉菜類 415.3 12,589.5 1,005,326.6
　キャベツ 346.0 11,280.0 867,800.0
　レタス 26.4 362.0 33,840.0
水　稲 644.2 3,205.0 690,359.8
その他 397.0 8,477.2 1,581,303.5

耕種計 21,367,289.5
資料：統計南九州平成26年版（南九州市）から機構により加工

表１　南九州市の農作物の生産状況（平成25年度）
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酎原料用2.2ヘクタール、でん粉原料用
0.1ヘクタールとなっている（図２）。

キャベツについては、かんしょの裏作と
して、加工業務用の契約栽培を行ってお
り、かんしょの収穫後に4.5ヘクタールを
作付けしている。

これに加えて、自社加工用および青果用
かんしょは自社生産では不足するため、近
隣の協力生産者（３ヘクタール）からも入
手している。

かんしょの品種は、自社加工用は「安納

芋」「むらさき芋」「コガネセンガン」およ
び「べにはるか」であり、青果用は「安納
芋」、焼酎原料用は「コガネセンガン」、で
ん粉原料用は「シロユタカ」となっている。

栽培体系について、かんしょは定植のタ
イミングが４月上旬～６月中旬と用途品種
を問わず同時期である一方、収穫作業は、
自社加工用は芋蜜の製造に用いるため最も
長く８月下旬～１月下旬、青果用は９月上
旬～ 11月上旬、焼酎原料用は８月下旬～
９月上旬と12月中旬～下旬とに分けて、
でん粉原料用は10月上旬と11月下旬に分
けて行っている。

また、キャベツは夏まきは９月と10月
に定植作業を行い、収穫作業は12月中旬
～３月下旬、秋から冬まきは１月と２月に
定植作業を行い、収穫作業は５月上旬から
６月下旬に行っている（図３）。

今後、かんしょの生産については、６次
産業化の取り組みに経営をシフトすること
を念頭に、焼酎原料用を減らし、自社加工
用、青果用を増やしていくことを検討して
いる（写真１）。
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資料：聞き取りにより機構作成
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資料：取材時聞き取りにより機構作成
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（３）６次産業化の取り組み
ア　加工（第二次産業）

別府氏は６次産業化を考えた際に、「明確
に作りたい商品」があった。それは幼いこ
ろから好きで慣れ親しんだ芋蜜であった。

その芋蜜作りを知覧町で代々受け継い
で、芋飴、芋蜜作りを行い、名人と有名
だった「永野製飴所」の４代目の永野エチ
さんが、芋蜜作りをやめられたという話が
あり、別府氏は面識がないにも関わらず、
平成23年に飛び込みで、芋蜜作りを学ば
せてほしいと、永野さんの門戸を叩いた。
永野さんは芋蜜作りを辞めて数年経ってい
たが、別府氏の情熱に押され、昔ながらの
芋蜜作りの伝統製法を別府氏に託した。

その後、別府氏は一部添加物を使ってい
た製法から、大学の教授や研究機関など
数々の協力得て、これまでになかったかん
しょ 100％で作る無添加の野菜シロップ
である芋蜜を安定的に作る製法を確立のう
え、製法特許を取得することで、６次産業
化に踏み出した。現在、芋蜜の製造は、従
業員２名とアルバイト１～２名で８月下旬
から翌年４月下旬にかけて行っている。

別府氏は、６次産業化に取り組むに当た
り、昔からあった地域の加工品を生かし
て、商品化するイメージを最初から描けて

いたことが大きいと言う（写真２）。

イ　６次産業化法に基づく認定計画事業
㈱唐芋農場は、６次産業化の取り組みを生

かして、農林水産省の事業に参加している。
具体的には、自ら生産したかんしょを用

いて、かんしょだけで造る芋蜜を製造・販
売することを６次産業化の柱として、平成
25年10月31日に「地域特産のさつまい
もを利用した芋蜜の新商品の開発・製造及
び販売事業」として６次産業化法に基づく
総合化事業計画の認定を受けた（表２）。

製造した芋蜜は「あめんどろ」（注）として
商品化され、平成25年10月に「2013か
ごしまの新特産品コンクール（主催：鹿児
島県、鹿児島市および公益社団法人鹿児島
県特産品協会で構成される「かごしまの新
特産品コンクール実行委員会」）」におい
て、「鹿児島県特産品協会理事長賞」を受
賞し、同年11月には「第６回鹿児島県新
加工食品コンクール（主催：鹿児島県農産
物加工推進懇話会）」において、「大賞（鹿
児島県知事賞）」を受賞するなどを各方面
から注目を浴びることとなった。
注：あめんどろとは、南薩地域の方言で芋蜜のことをいう。

写真１　かんしょの収穫の様子 写真２　芋蜜を商品化した製品
３タイプ（左：安納芋蜜、中央：薩摩芋蜜、
右：紫芋蜜）
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ウ　販売（第三次産業）
現在、芋蜜の販売は、ネット販売と店舗

による直接販売のほか空港のお土産店など
への卸売りも行っている。

別府氏は、販売ルートを開拓するために
金融機関が主催する商談会に出た際に、い
かに商品の良さを伝えるか、売ることの難
しさを身をもって知った経験が今でも忘れ
られないと言う。

また、商談会でバイヤーに気に入っても
らい、取引先に置いてもらえても、これま
でにない商品であるため、使い方の説明が
なければ、自然に売れるというものではな
かった。

一方で、かんしょ 100％で作る野菜シ
ロップという新しい需要を作る芋蜜は、催
事などでパンやヨーグルトやアイスクリー
ムにかけたり、煮物の甘味料などさまざま
な用途に使えることを消費者に説明すると
反応がよく販売が好調であったことから、

「説明すれば売れる商品である」ことを体
感した。この経験を踏まえて、芋蜜とその
食べ方を広めるためには、専用の店舗によ
る対面での販売が必要不可欠と考え、平成
26年８月、都内に対面販売の「あめんど
ろや本店」を、続けて28年１月にカフェ
スタイルの「あめんどろや imo café（い
もかふぇ）」を開店した。開店は、かなり
の投資リスクを伴ったが、㈱唐芋農場と芋
蜜を首都圏でPRする重要な拠点となって
いる。

あめんどろや本店は、店長含めて２名で
営業（10時～ 18時、定休日月曜（祝日の
場合は翌日）、年末年始休み）、あめんどろ
やimo caféは現在店長を含めて３名で営業

（10時～ 19時、定休日月曜（祝日の場合
は翌日）、年末年始休み）している（写真
３）。最近は、マスコミで取り上げられる
ことも多く、売り上げも伸びているという。

また、新たな卸売り先の開拓には、商品
の魅力に賛同したビジネスパートナーの存
在が大きい。その方は、以前から青果用か
んしょの取引において、販売先の紹介など
協力してもらっていたが、勤めていた会社
を定年後、芋蜜の魅力に惹かれて、現在は
㈱唐芋農場の役員として、主に関東方面で
販売先や料理人などの開拓に走っており、
その存在に支えられていると別府氏は言
う。営業の経験の少ない別府氏にとって、
自ら販売先を開拓することには限界があ

写真３　カフェスタイルの店舗
　　　　写真提供　㈱唐芋農場

事業名 事業の概要
地域特産のさつまいもを
利用した芋蜜の新商品の
開発・製造及び販売事業

　自ら生産したさつまいもを活用して、さつまいもだけで造る芋蜜「あめんど
ろ唐芋シロップ」の新商品を製造する。販売については、卸売により新たな顧
客の開拓を行い、経営の多角化・高度化による農業経営の改善・安定を図る。

資料：九州農政局ホームページから抜粋

表２　６次産業化法に基づく認定計画事業の概要
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り、そこを補ってくれる存在となってお
り、彼と出会えたことが㈱唐芋農場の強み
となっている。

３　課題と今後の展望について
（１）課題と対応

別府氏はこれまでの自らの経験を踏まえ
て、生産者が６次産業化に取り組む際には
不慣れな加工・販売をサポートしてくれる
協力者や長期化する代金回収に備えた資金
の余裕が必要不可欠と言う。

６次産業化では、生産者が原料の生産に
加えて、加工・製造（第二次産業）、販売

（第三次産業）のそれぞれの現場を管理し、
適時適切に対応していくことが求められ
る。生産者が単独で、第二次産業、第三次
産業のバランスを保ちながら経営を維持す
ることは難しく、また、一人で対応できる
ことには限界があるため、それぞれの現場

を任せられる人材の確保が重要となる。㈱
唐芋農場の場合は、協力者のサポートを受
けながら第二次産業および第三次産業をよ
り安定化させるよう取り組んでいる（図
４）。

未知なる６次産業化に取り組んだ㈱唐芋
農場の目下の課題は、商品を年間通して製
造・販売するためには、原料のかんしょの
調達を安定して確保しなければならないこ
とである。しかし、周年で収穫することは
不可能であり、現在は収穫時期の調整や貯
蔵施設を持つ近隣の生産者から有料で保管
場所を借りながら、どうにか原料を確保
し、８月下旬から翌年４月下旬にかけて芋
蜜の製造を行っている。今後、周年生産が
可能となるよう安定的な原料の確保や貯蔵
体制の整備に取り組んでいかなければなら
ない。

加えて、生産者では予想できなかったこ

かんしょの生産 加工・製造 販売

（得意な分野）

（協力者）
芋蜜作りの名人永野エチさん
大学、研究機関などの学識者

（協力者）
ビジネスパートナー

・第一次産業、第二次産業、第三次産業、すべてをバランスよく成功させる必要があり、生産者ひとりの力で担うの
は困難。
・特に第二次、第三次産業の面で、サポートをしてくれる協力者の存在は必要不可欠。

サポートが必要な分野

（不慣れな分野）

図４　６次産業化の課題への対応

資料：聞き取りにより機構作成
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とが、資金繰りの難しさである。生産者の
場合は、農作物の生産から販売までの期間
が短く、速やかな代金回収が可能であった
が、６次産業化となると、原料生産、加工・
製造、販売というプロセスを踏まねばなら
ず、代金回収までの時間が長く、財務面で
それ相応の体力がなければ良い商品が製造
できても、経営が安定しない（図５）。

㈱唐芋農場においては、販売方法を直接

販売（WEB、店舗）および間接販売（卸
売り）と多面的に取り組むことで財務面の
安定化を図っている。

これに加えて、平成28年に開店したあ
めんどろや imo cafe は、別法人として㈱
唐芋農場と経営を分けることにより、製造
してすぐ店舗に販売となることから速やか
な代金回収や経営状況を明確にすることで
さらなる財務面の安定化を試みている。

（２）今後の展望
別府氏は６次産業化の最大の魅力につい

て、「人との出会い」と「商品が日本へ、
世界へ、広まっていく夢を見れること」の
２点を挙げる。

㈱唐芋農場の設立のきっかけの一つと
なった収入の安定はまだ途中段階であるも
のの、生産者では実現しなかったであろう
数々の出会いのおかげで、かんしょだけで
作る芋蜜を完成することができ、その芋蜜

が日本へ、世界へと広がっていく夢を従業
員５名やさまざまな協力者とともに見られ
ることが６次産業化に取り組んで最も良
かったことと別府氏は語る。

その人との出会いにより、芋蜜は海外へ
の展開に向けて歩み始めている。
「地球に食料を、生命にエネルギーを」と

いう万博で初めて「食」をテーマとしたミ
ラノ国際博覧会が平成27年５月１日から
10月31日まで開催されたが、同博覧会の一

販売

代金回収

原料供給 商品供給
販売

代金回収

㈱唐芋農場

（生産者） （市場、契約先など）

（生産）
（第一次産業）

（加工）
（第二次産業）

（販売）
（第三次産業）
あめんどろや本店 （消費者）

（販売）
（第三次産業）
あめんどろやimo cafe

別法人販売

代金回収

【６次産業化による代金回収のイメージ】

【生産者の代金回収のイメージ】

図５ 代金回収のイメージ

資料：聞き取りにより機構作成
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環でスイーツの世界大会「ワールド トロ
フィー オブ ペストリー アイスクリーム 
チョコレート」（以下「世界洋菓子コンテス
ト」という）が10月24、25日に開催され、
日本を含む参加国13カ国で競われた結果、
日本チームは優勝を飾った。芋蜜は日本
チームの監督を務めたイタリア人のマルコ・
パオロ・モリナーリ氏（以下「モリナーリ
氏」という）（日本在住）の目に留まり、世
界洋菓子コンテストで使用されたのである。

加工品を世界洋菓子コンテストのように
海外へ持って行く際には、無添加であるこ
とが重要となるが、かんしょ 100％で作
られる芋蜜は味もさることながら、その点
においてもモリナーリ氏の要求を満たして
いたのである。

このように、日本でもまだまだ知られて
いない芋蜜が、イタリア人のモリナーリ氏
にその魅力を見いだされ、海外への可能性
を確かなものにした。

その後、海外からの問合せも増えてきて
いることから、芋蜜の輸出を視野に入れ、
かんしょの生産を焼酎原料用の作付面積を
減らして、自社加工用にシフトすることを
検討するとともに、国際特許を取得するな
ど、さらなる飛躍に向けて、チャレンジは
続いている。

おわりに
㈱唐芋農場の６次産業化の成功は、商品

の魅力が大きいと考えられる。「芋蜜」は
昔から南薩地域で愛されていたものである
が、全国的には知られておらず、その地域
ならではの食文化が消えかけたところに若
き生産者が幼いころに大好きだった味の復
活を目指すというストーリー性がある。ま
た無添加で作るという新たな製法を確立し
たことにより安心・安全という価値が付与
されかんしょ 100％で作る野菜のシロッ
プとして、さまざまな用途に幅広く使える
という魅力もある。このような魅力のある
地域の加工品について、商品化のイメージ
を最初から描けていたことが成功につな
がっているものと思われる。

さらに、この商品の魅力と別府氏の情熱
に引かれて集まった協力者の思いの後押し
も大きく影響している。

今回の取材を通して、㈱唐芋農場の成功面
だけではなく、６次産業化をめぐる数々の課
題への対応についても、同様に各地域で知ら
れていない食文化を６次産業化により広めて
いくことを検討されている生産者の皆さまの
参考になれば幸いである。

最後に、㈱唐芋農場の地域特産のかんしょ
を利用した６次産業化の取り組みが、南薩
地域の活性化につながるとともに、芋蜜が
日本のみならず、世界に広がっていくこと
を期待する。お忙しい中、取材にご協力い
ただいた㈱唐芋農場　代表取締役　別府大
和様に、この場を借りてお礼申し上げます。
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